劉備出自考 by 津田 資久
【従来、後漢末
か
ら
三
国
初
期
に
生
き
、
蜀
漢
（
季
漢
）
の
皇
帝
と
な
っ
た
劉備（一六一～’’二一二年）の出仕以前については、彼が漢室の疎族
に
当
た
る
か
否
か
を
問
題
に
す
る
以
外
に
議
論
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
（１）
あり、『’二国志」巻一一一一一・先主伝（以下、先主伝と略称。また本書
く
つ
あ
き
な
む
し
ろ
か
ら
の
引
用
の
際
に
は
書
名
を
省
略
）
に
見
え
る
「
母
と
履
を
販
ひ
席
を
織
り
て
業
と
為
す
」
と
い
う
貧
困
さ
を
物
語
る
記
載
と
、
群
雄
の
も
と
を
転
々
と
し
た
軍
事
集
団
の
領
袖
と
い
う
側
面
か
ら
、
日
本
で
は
一
般
に
社
会
の
下
層
に
出
（２）
日
す
る
傭
兵
隊
長
か
ら
興
起
し
た
人
物
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
劉
備
の
（３）
専至叩においてもその出自が議論されることは少ない。
こ
う
し
た
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、
近
年
、
高
島
俊
男
氏
は
劉
備
の
「
祖
父
の
経
歴
・
身
分
を
見
れ
ば
、
そ
の
家
は
当
然
地
方
豪
族
の
家
柄
だ
っ
た
」
と
し
、
は
じ
め
に 劉備
出
自
考
右
の
記
事
が
「
豪
族
と
言
っ
て
も
下
の
ほ
う
の
、
そ
の
な
か
で
も
ゆ
た
か
で
は
な
い
部
分
は
、
庶
民
同
様
の
こ
と
を
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
（４）
い
と
い
う
資
料
と
し
て
受
け
取
れ
ば
よ
い
。
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
ま
た
上
谷
浩
一
氏
は
、
劉
備
の
出
自
す
る
啄
郡
啄
県
劉
氏
が
「
県
レ
ベ
ル
で
は
か
な
り
の
家
柄
」
で
あ
り
、
そ
の
貧
困
に
関
し
て
も
「
孝
廉
（
孝
行
・
清
廉
）
に
選
ば
れ
る
た
め
に
、
家
庭
状
況
を
清
貧
に
装
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
」
と
し
、
同
郷
出
身
の
盧
植
へ
の
入
門
に
つ
い
て
も
、
劉
備
が
兄
事
し
た
公
孫
墳
と
の
出
会
い
の
契
機
に
な
っ
た
こ
と
以
外
に
、
当
時
の
知
識
人
と
の
交
流
経
験
を
得
た
こ
と
に
意
義
を
認
め
、
こ
れ
が
諸
葛
亮
ら
の
心
を
捉
え
幕
僚
に
招
き
、
他
の
群
雄
か
ら
抜
（５）
き
ん
で
て
い
く
上
で
重
要
だ
っ
た
と
議
論
し
て
い
る
。
か
か
る
考
察
は
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
き
れ
て
き
た
地
方
豪
族
と
し
て
の
劉
備
の
側
面
と
そ
の
興
起
の
要
因
を
再
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
し
い
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
劉
備
の
出
自
や
そ
の
出
仕
初
期
の
事
柄
は
、
今
少
し
津
田
資
久
4３
一
漢
宗
室
世
系
問
題
（６）
先
主
伝
で
は
、
劉
備
の
世
系
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
先
主
、
姓
劉
、
諌
備
、
字
玄
徳
、
啄
郡
啄
県
人
、
漢
景
帝
子
中
山
靖
王
勝
マ
マ
マ
マ
マ
マ
之
後
也
。
勝
子
貞
、
元
狩
六
年
、
封
溌
県
陸
城
亭
侯
、
坐
酎
金
失
侯
、
囚
家
焉
。
先
主
柤
雄
、
父
弘
、
枇
仕
州
郡
、
雄
挙
孝
廉
、
官
至
東
郡
萢
令
。
先主少孤、与母販履織席為業。
こ
こ
に
見
え
る
「
漢
景
帝
の
子
中
山
端
王
勝
の
後
な
り
」
と
は
、
同
伝
の
劉
術
に
対
す
る
皇
帝
即
位
を
勧
進
す
る
太
傅
許
靖
ら
の
上
言
に
、
伏
惟
大
王
（
劉
備
を
指
す
）
出
自
孝
景
皇
帝
中
山
靖
王
之
冑
。
と
あ
る
の
に
対
応
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
劉
未
・
斐
松
之
が
註
引
す
る
曹
魏
・
魚拳の「典略』には、
〔劉〕備本臨邑侯枝属也。
（【Ｊ）
と
あ
り
、
劉
備
は
後
漢
の
臨
邑
侯
劉
復
の
未
喬
と
し
、
先
の
中
山
靖
王
勝
に
始
踏
み
込
ん
で
検
討
す
る
余
地
が
あ
り
、
ま
た
慮
植
の
門
生
と
な
っ
た
こ
と
の
意
義
を
単
な
る
諸
葛
亮
を
獲
得
す
る
に
至
る
交
流
経
験
に
の
み
に
還
元
し
て
良
い
も
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
高
島
・
上
谷
両
氏
の
視
座
を
踏
ま
え
つ
つ
、
具
体
的
な
経
歴
が
明
ら
か
に
な
る
出
仕
以
前
の
劉
備
に
関
す
る
動
向
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
て
、
琢
郡
啄
県
劉
氏
の
世
系
問
題
、
劉
備
の
家
柄
、
そ
れ
に
盧
植
の
門
生
で
あ
っ
た
こ
と
の
政
治
的
意
味
と
い
う
論
点
か
ら
、
任
官
以
前
の
劉
備
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
新
た
な
知
見
を
些
か
示
す
こ
と
と
し
た
い
。
ま
る
と
す
る
世
系
と
矛
盾
す
る
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
に
関（８）
しては、胡一二省が「白祖父以上、世系不可孜。」と指摘するように、
更
に
踏
み
込
ん
で
世
系
を
解
明
す
る
に
足
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。
そ
も
そ
も
（９）
「琢郡劉氏」と一一一一口えば、巻一四・劉放伝に、
ママ
ママ
劉
放
、
字
子
棄
、
啄
郡
人
、
漢
広
陽
順
王
子
西
郷
侯
宏
後
也
。
歴
郡
綱
紀
、
挙孝廉。：。…景初二年（一一三八）、遼東平定、以参謀之功、各
進爵、封本県、放方城侯、〔孫〕資中都侯。
と
あ
る
、
啄
県
の
東
南
に
隣
接
す
る
方
城
県
の
劉
氏
が
著
名
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
南
宋
・
洪
造
「
隷
続
』
巻
一
二
・
「
劉
寛
碑
陰
門
生
名
」
に
は
「
□
邑
長
啄
郡
方
城
劉
播
叔
□
」
の
名
が
見
え
る
が
、
啄
県
の
劉
氏
は
、
現
存
の
史
料
で
は右の劉備に関するものを除けば全く確認できない。
と
も
あ
れ
、
先
主
伝
が
記
す
陸
城
侯
の
世
系
は
、
陸
城
が
中
山
国
の
属
県
で
あ
っ
て
啄
郡
啄
県
と
同
所
で
な
い
以
上
、
そ
の
失
爵
後
も
陸
城
県
に
「
因
り
て
焉
に
家
す
」
と
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
劉
備
が
陸
城
侯
の
末
窩
で
あ
る
こ
と
を
何
ら
証
す
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
な
ぜ
先
主
伝
の
枇
系
が
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
漢
書
』
巻
一
五
・
王
子
侯
表
上
・
陸
城
侯
貞
条
の
「
玄
孫
」
（
末
格
註
）
に
は
「
漆
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
単
に
「
激
」
あ
る
（皿）
者
と
「
啄
郡
」
と
あ
る
者
の
書
き
分
け
が
見
ら
れ
る
一
）
と
か
ら
す
れ
ば
、
実
態
と
し
て
は
と
も
か
く
前
者
が
県
名
を
、
後
者
が
郡
名
を
そ
れ
ぞ
れ
表
現
す
る
と
も
解
釈
し
得
る
。
か
か
る
末
格
註
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
王
子
侯
表
の
序
文
註
引
「
師
古
曰
」
に
、
侯
所
食
邑
、
皆
書
其
郡
県
於
下
。
其
有
不
害
者
、
史
失
之
也
。
4４
と
あ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
唐
・
顔
師
古
の
解
釈
で
は
、
王
子
侯
の
食
邑
が
（Ⅲ）
位
置
す
る
郡
県
名
を
示
し
た
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
先
、
王
伝
で
敢
え
て
「
啄
県
陸
城
亭
侯
」
と
記
す
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
か
か
る
言
説
を
作
り
上
げ
た
者
は
王
子
侯
表
の
記
載
を
手
掛
か
り
に
、
こ
こ
で
の
「
啄
」
を
県
名
と
捉
え
た
上
で
、
啄
県
に
食
邑
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
「
陸
城
」
と
は
亭
名
の
誤
り
で
あ
る
と
判
（旧）
（旧）
断
し
、
「
玄
孫
」
も
文
字
通
り
そ
の
子
孫
と
解
釈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
以
外
に
「
因
り
て
焉
に
家
す
」
と
あ
る
叙
述
の
論
理
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
更
に
そ
の
論
理
を
推
し
進
め
れ
ば
、
啄
県
に
お
け
る
陸
城
侯
貞
の
末
喬
の
繁
茂
を
想
定
す
る
こ
と
も
強
ち
不
当
で
は
な
く
な
り
、
先
主
伝
が
語
る
世
系
が
成
立
す
る
余
地
も
必
ず
し
も
皆
無
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る。真
偽
の
程
は
別
に
し
て
、
右
の
史
料
解
釈
に
よ
っ
て
導
く
政
治
的
目
的
と
は
、
無
論
、
劉
備
が
中
山
靖
王
勝
に
淵
源
す
る
、
由
緒
あ
る
漢
の
宗
室
で
あ
る
こ
と
の
強
調
に
あ
り
、
ま
た
漢
の
皇
統
が
景
帝
の
太
子
で
あ
る
武
帝
の
子
孫
か
ら
、
武
帝
の
弟
で
あ
る
長
沙
定
王
発
に
始
ま
る
後
漢
・
光
武
帝
の
子
孫
に
継
承
さ
れ
、
更
に
後
漢
の
皇
統
が
長
沙
定
王
発
の
弟
に
当
た
る
中
山
靖
王
勝
に
始
ま
（川）
る
蜀
漢
・
劉
備
に
引
き
継
が
れ
た
一
」
と
、
い
わ
ば
前
漢
・
後
漢
・
蜀
漢
の
間
に
「
兄
弟
相
続
」
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
劉備の皇帝即位の正統性を裏書きするために用意されたものと一一一一Ｍえ
よ
う
。それ
で
は
、
も
う
一
方
の
臨
邑
侯
劉
復
の
「
枝
属
」
と
い
う
世
系
説
は
、
如
何
に
理
解
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
巻
三
一
・
劉
焉
伝
に
、
劉
焉
、
字
君
郎
、
江
夏
寛
陵
人
也
。
漢
魯
恭
王
（
劉
餘
。
景
帝
の
子
）
之
後
商
、
〔
後
漢
〕
章
帝
元
和
中
（
八
四
～
八
七
年
）
、
徒
封
寛
陵
、
支
庶
家
焉。
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
支
族
は
何
ら
か
の
事
情
が
生
じ
な
い
限
り
、
本
宗
と
同
じ
地
域
に
居
住
し
て
そ
の
地
が
本
貫
と
な
ろ
う
か
ら
、
こ
の
場
合
、
劉
備
の
祖
先
も
本
来
は
東
郡
臨
邑
県
の
人
で
あ
り
、
後
に
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
泳
郡
啄
県
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
を
説
明
す
る
以
外
に
、
東
郡
臨
邑
県
と
啄
郡
啄
県
〈旧）
と
は
直
接
的
に
何
の
関
係
も
持
た
な
い
。
ま
た
そ
れ
故
に
単
な
る
伝
聞
の
誤
り
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
も
適
当
で
は
な
い
し
、
劉
備
を
艇
め
て
も
い
な
い
か
か
る
世
系
を
、
魚
拳
が
殊
更
に
創
作
す
べ
き
積
極
的
必
要
性
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
や
は
り
ど
こ
か
の
時
点
に
お
い
て
、
流
布
し
て
い
た
世
系
説
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
劉
備
を
漢
の
宗
室
と
す
る
言
説
は
、
巻
三
五
・
諸
葛
亮
伝
の
荊
州
劉
表
政
権
期
に
行
わ
れ
た
と
い
う
「
隆
中
対
」
で
の
「
将
軍
既
帝
室
之
冑
」
の
（肥）
垂
叩
を
初
出
と
し
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
史
料
を
調
べ
る
限
り
、
劉
備
の
荊
州
へ
の
亡
命
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
以
後
、
劉
備
を
漢
の
宗
室
と
す
る
認
識
は
、
建
安
一
三
年
（
二
○
八
）
の
赤
壁
戦
役
直
前
に
孫
権
に
派
遣
さ
れ
た
諸葛亮の発一一一一口に見える「劉豫州（劉備を指す）王室之冑」（諸葛亮伝）
や
、
赤
壁
戦
役
直
後
に
益
州
牧
劉
璋
に
対
し
て
益
州
別
駕
従
事
の
張
松
が
行
っ
た
「
劉
豫
州
、
使
君
之
肺
腋
、
可
与
交
通
。
」
（
巻
三
一
・
劉
璋
伝
）
と
い
う
進
（Ⅳ）
一一一一口に見え、更には建安一一四年秋に献帝に奉じられた劉備を漢中王に
推
戴
す
る
馬
超
ら
の
上
表
に
も
「
〔
劉
〕
備
肺
脇
枝
葉
、
宗
子
藩
翰
」
と
記
さ
4５
（旧）
れ
る
。
よ
っ
て
劉
備
た
こ
漢
の
宗
室
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
よ
そ
劉
表の荊州政権への亡命後であることが窺われる。しかし、『三国志』
の
中
で
劉
備
が
中
山
靖
王
勝
の
末
喬
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
明
確
に
さ
れ
る
の
は
、
先
に
見
た
許
靖
ら
に
よ
る
皇
帝
即
位
を
勧
進
す
る
上
言
に
お
い
て
で
あ
る。と
こ
ろ
で
、
「
典
略
」
を
撰
述
し
た
京
兆
郡
の
人
で
あ
る
魚
拳
は
、
同
郷
の
槐
禧
に
師
事
し
、
「
略
余
之
所
識
」
と
さ
れ
る
『
魏
略
』
儒
宗
伝
に
立
伝
さ
れ
て
い
た
那
郷
淳
（
豫
州
頴
川
郡
の
人
）
な
ど
と
面
識
を
有
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
劉
表
政
権
下
の
荊
州
に
避
難
し
、
後
に
北
方
に
帰
還
し
た
人
物
で
（ｐ）
ある。．また巻一一一・王粟伝註引「魚拳Ｈ」には、
今覧王〔桑〕・繁〔鉄〕・院〔璃〕・陳〔琳〕・路〔粋〕諸人前後
文
旨
、
何
昔
不
若
哉
。
其
所
以
不
論
者
、
時
世
異
耳
。
余
又
窃
怪
其
不
甚
見
用
、
以
問
大
鴻
艫
卿
章
仲
将
（
章
誕
）
、
仲
将
云
、
仲
宣
（
王
薬
）
傷
於
肥
慧
、
休
伯
（
繁
欽
）
都
無
格
検
、
元
礁
（
院
璃
）
病
於
体
弱
、
孔
璋
（
陳
琳
）
実
白
騒
疏
、
文
蔚
（
路
粋
）
性
頗
念
鷲
、
如
趙
彼
為
、
非
徒
以
脂燭自前摩也。其不高踏、蓋有川英。．…・・・
と
あ
り
、
魚
拳
は
王
粟
（
山
陽
郡
高
平
県
の
人
）
ら
と
面
識
が
あ
っ
て
熟
知
し
て
い
た
と
恩
し
い
同
郷
の
章
誕
に
対
し
て
、
彼
ら
に
関
す
る
取
材
を
行
っ
て
い
（狐）
る
。
こ
の
う
ち
王
桀
も
ま
た
劉
表
政
権
下
の
荊
州
に
亡
〈
叩
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
魚
拳
が
劉
表
政
権
下
の
荊
州
や
劉
備
に
関
す
る
情
報
を
当
時
の
関
係
者
か
ら
直
接
・
間
接
に
入
手
し
、
『
典
略
」
や
『
魏
略
』
（創）
を
撰
述
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
う
○
。
と
す
れ
ば
、
現
存
す
る
史
料
に
お
い
て
劉
備
が
漢
の
宗
室
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
、
魚
拳
が
入
手
し
た
劉
備
の
世
系
情
報
と
は
、
い
ず
れ
も
劉
表
政
権
下
の
荊
州
寄
寓
期
に
由
来
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
劉
備
は
荊
州
に
亡
命
し
た
当
初
に
「
臨
邑
侯
枝
属
」
と
自
称
し
、
そ
れ
に
よ
り
荊
州
在
住
の
人
士
に
広
く
漢
の
宗
室
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
長
沙
定
王
発
を
祖
と
す
る
「
臨
邑
侯
枝
属
」
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
劉
備
が
亡
命
し
た
荊
州
の
劉
表
は
、
山
陽
郡
高
平
県
の
人
で
あ
る
が
、
彼
自
身
も
巻
一
・
武
帝
紀
建
安
一
五
年
（
二
一
○
）
冬
条
註
引
「
魏
武
故
事
」
（翅）
十
一
一
月
己
亥
令
に
よ
れ
ば
「
劉
表
自
以
為
宗
室
」
と
あ
り
、
巻
六
・
劉
表
伝
註
引
「
零
陵
先
賢
伝
」
に
見
え
る
荊
州
別
駕
従
事
の
劉
先
の
一
言
に
も
「
劉
牧
託
漢
室
肺
肺
」
と
あ
っ
て
、
陳
寿
は
『
三
国
志
』
の
中
で
劉
表
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
漢
の
宗
室
を
自
認
し
、
周
囲
に
も
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
（邸）
い
た
よ
う
で
あ
る
⑪
そ
し
て
こ
れ
に
関
し
て
『
後
漢
書
』
巻
七
四
下
・
劉
表
伝
は
「
魯
恭
王
之
後
也
」
と
記
し
て
お
り
、
長
沙
定
王
発
の
兄
に
当
る
景
帝
の
（別）
了
・
魯
恭
王
（
共
王
）
餘
の
末
商
と
し
て
い
る
。
か
か
る
枇
系
を
有
す
る
点
で
、
劉
表
は
先
に
見
た
益
州
に
拠
っ
た
群
雄
の
劉
焉
・
劉
璋
父
子
と
も
共
通
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
劉
表
と
劉
備
は
魯
恭
王
餘
・
長
沙
定
王
発
兄
弟
の
末
商
に
当
る
、
共
に
漢
の
宗
室
と
な
る
。
加
え
て
、
臨
邑
侯
が
封
建
さ
れ
た
「
東
郡
臨
邑
県
」
と
は
菟
州
に
属
す
る
郡
県
で
あ
り
、
劉
表
の
本
貫
で
あ
る
「
山
陽
郡
高
平
県
」
も
亮
州
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
劉
表
と
劉
備
は
「
州
里
」
の
間
（路）
柄
と
な
る
。
「
州
里
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
巻
七
・
呂
布
伝
註
引
後
漢
末
・
王
（妬）
薬『〔漢末〕英雄記』には次のように見える。
4６
〔張〕楊（井州五原郡九原県の人）及部曲諸将、皆受〔季〕催・
〔郭〕旧購募、共図〔呂〕布（井州雲中郡の人）。布聞之、謂楊
曰
、
布
、
卿
州
里
也
。
卿
殺
布
、
於
卿
弱
。
不
如
売
布
、
可
極
得
氾
・
催
爵
寵
。
楊
於
是
外
許
氾
・
催
、
内
実
保
護
布
。
生
命
の
危
機
に
陥
っ
た
呂
布
は
張
楊
が
「
州
里
」
で
あ
る
こ
と
に
託
け
て
、
同
郷
人
の
自
分
の
殺
害
が
道
義
的
に
認
め
ら
れ
な
い
「
弱
」
と
な
る
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、
言
外
に
保
護
を
訴
え
、
そ
れ
に
張
楊
も
応
じ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
州
里
」
と
は
時
と
し
て
個
々
の
政
治
的
利
害
を
超
越
し
て
も
便
宜
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
社
会
的
規
範
と
し
て
強
く
機
能
す
る
同
郷
的
結
合
で
あ
っ
た
。
翻
っ
て
、
許
都
南
方
の
汝
南
郡
で
黄
巾
賊
残
党
と
共
に
曹
操
の
後
方
撹
乱
を
行
っ
て
い
た
劉
備
は
、
曹
操
の
親
征
軍
に
掃
討
さ
れ
、
建
安
六
年
九
月
に
止
む
を
得
ず
荊
州
の
劉
表
に
亡
命
し
た
が
、
こ
の
時
に
は
頼
み
と
す
る
衷
紹
の
大
軍
は
北
方
の
官
渡
戦
役
で
既
に
曹
操
に
破
ら
れ
て
い
た
。
哀
紹
に
加
担
せ
ず
、
官
渡
戦
役
で
も
苦
境
に
陥
っ
た
曹
操
の
後
背
を
襲
わ
ず
に
静
観
を
守
っ
た
劉
表
で
あ
る
。
劉
表
と
し
て
は
、
衰
紹
側
の
残
党
で
あ
り
、
曹
操
が
目
の
敵
と
す
る
「
忘
恩
の
徒
」
た
る
劉
備
を
受
け
荊
州
侵
攻
の
口
実
を
与
え
る
よ
り
、
彼
を
引
き
渡
し
て
当
面
の
曹
操
の
歓
心
を
買
う
方
が
余
程
現
実
的
で
あ
る
と
判
断
（幻）
しても別段不思議ではない。かかる状況にあって、劉備を「臨口巴侯
枝
属
」
と
す
る
世
系
が
意
図
的
に
創
作
さ
れ
、
劉
表
側
と
の
亡
命
交
渉
で
主
張
（犯）
されたのではなかろうか。巻一ハ・劉表伝に、
劉
備
奔
表
、
表
厚
待
之
、
然
不
能
用
。
と
あ
り
、
ま
た
先
主
伝
に
、
曹
公
既
破
〔
哀
〕
紹
、
自
南
撃
先
主
。
先
主
遣
蘂
竺
・
孫
乾
与
劉
表
相
聞
、
表
白
郊
迎
、
以
上
賓
之
礼
待
之
、
益
其
兵
、
使
屯
新
野
。
と
あ
る
よ
う
に
、
政
治
的
な
重
用
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
敗
残
の
劉
備
は
劉
表
か
ら
格
別
の
礼
遇
を
蒙
っ
た
上
に
、
兵
力
の
補
充
を
受
け
、
客
将
と
（羽）
し
て
茜
曰
操
と
の
最
前
線
で
あ
る
新
野
へ
の
駐
屯
を
任
さ
れ
て
い
る
。
右
の
よ
う
な
劉
表
に
よ
る
厚
遇
の
背
景
に
は
、
劉
備
の
客
将
と
し
て
の
手
腕
は
も
と
よ
り
、
共
に
漢
の
宗
室
で
あ
り
、
か
つ
「
州
里
」
関
係
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
厚
遇
を
期
待
し
て
「
臨
邑
侯
枝
属
」
な
る
世
系
が
劉
備
の
荊
州
亡
命
時
に
喧
伝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
劉
備
は
荊
州
亡
命
時
に
劉
表
と
同
じ
く
漢
の
宗
室
か
つ
「
州
里
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
べ
く
臨
邑
侯
復
の
「
枝
属
」
と
自
称
し
、
後
に
皇
帝
即
位
の
際
に
改
め
て
そ
の
本
貫
の
啄
郡
啄
県
に
因
む
宗
室
で
あ
る
こ
と
と
、
漢
の
皇
統
の
「
兄
弟
相
続
」
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
景
帝
の
孫
で
中
山
靖
王
勝
の
子
に
当
た
る
陸
城
侯
貞
の
末
喬
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
一
琢
郡
琢
県
劉
氏
劉
備
自
身
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
、
比
較
的
信
頼
で
き
る
情
報
が
窺
わ
れ
る
の
は
、
祖
父
以
降
で
あ
る
。
先
主
伝
に
は
、
先
主
柤
雄
、
父
弘
、
壯
仕
州
郡
。
雄
挙
孝
廉
、
官
至
東
郡
萢
令
。
先
主
少
孤
、
与
母
販
履
織
席
為
業
。
舎
東
南
角
離
上
有
桑
樹
生
高
五
丈
餘
、
遥
望
見
童
童
如
小
車
蓋
。
往
来
者
皆
怪
此
樹
非
凡
、
或
謂
当
出
貴
人
。
先
主
少
4７
時
、
与
宗
中
諸
小
児
於
樹
下
戯
、
言
、
吾
必
当
乗
此
羽
葆
蓋
車
。
叔
父
子
敬
謂
曰
、
汝
勿
妄
語
、
滅
吾
門
也
。
年
十
五
、
母
使
行
学
、
与
同
宗
劉
徳
然
・
遼
西
公
孫
墳
倶
事
故
九
江
太
守
同
郡
盧
植
。
徳
然
父
元
起
常
資
給
先
主
、
与
徳
然
等
。
元
起
妻
曰
、
各
自
一
家
、
何
能
常
爾
邪
。
〔
元
〕
起
曰
、
吾
宗
中
有
此
児
、
非
常
人
也
。
と
あ
り
、
劉
備
に
近
し
い
親
族
と
し
て
、
祖
父
の
劉
雄
、
父
の
劉
弘
、
「
叔
父
」
即
ち
父
の
弟
で
あ
る
劉
子
敬
、
そ
し
て
学
資
支
援
を
行
っ
た
「
同
宗
」
の
劉
元
起
と
、
劉
備
の
何
年
代
と
見
ら
れ
る
そ
の
息
子
の
劉
徳
然
の
存
在
が
確
認
さ
れ
（弧）
る
。
右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
父
・
劉
弘
は
劉
備
の
少
年
時
代
に
早
世
し
、
県
令
に
ま
で
至
っ
た
祖
父
の
劉
雄
も
劉
備
母
子
が
「
貧
窮
」
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
（、）
る
と
、
か
な
り
早
く
に
残
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
か
か
る
劉
備
の
先
世
で
あ
（犯）
る
が
、
劉
雄
が
「
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
」
、
か
つ
「
貧
窮
」
に
も
拘
わ
ら
ず
劉
備
自
身
が
「
吾
十
有
五
而
志
干
学
」
（
『
論
語
』
為
政
篇
第
四
条
）
を
意
識
し
た
遊
学
に
敢
え
て
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
啄
県
劉
氏
は
少
な
く
と
も
同
県
で
は
儒
学
に
勤
し
む
「
諸
生
」
の
家
で
あ
り
、
上
谷
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
県
（羽）
レ
ベ
ル
で
は
か
な
り
の
家
柄
」
で
あ
っ
た
と
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
そ
れ
故
「
価
よ
州
郡
に
仕
ふ
」
に
つ
い
て
も
、
単
に
劉
雄
・
劉
弘
父
子
だ
け
で
は
な
く
、
文
字
通
り
啄
県
劉
氏
が
歴
代
州
郡
の
属
僚
を
輩
出
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
（弧）
えられる。
ま
た
叔
父
の
劉
子
敬
を
は
じ
め
と
す
る
、
「
宗
中
の
諾
も
ろ
の
小
児
」
や
「
同
宗
」
の
劉
元
起
・
劉
徳
然
父
子
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
家
産
は
各
家
で
管
理
さ
れ
た
も
の
の
、
劉
備
の
家
は
近
し
い
同
族
と
同
じ
集
落
に
生
活
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
更
に
劉
備
の
益
州
平
定
後
、
磨
下
に
参
じ
た
孟
達
は
、
巻
四
○
・
劉
封
伝
に
よ
れ
ば
、
達本字子敬、避先主叔父敬、改之（以後「子度」と称する）。
と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
の
字
が
劉
備
の
叔
父
の
字
と
見
ら
れ
る
「
敬
」
字
に
当
た
る
こ
と
を
避
け
て
改
め
て
お
り
、
劉
備
の
実
父
で
は
な
い
親
族
の
字
を
避
け
る
こ
と
は
尋
常
で
は
な
い
が
、
か
か
る
配
慮
が
望
ま
れ
る
程
、
劉
子
敬
は
劉
術
に
と
っ
て
尊
崇
の
念
を
強
く
抱
か
せ
る
肉
親
で
あ
り
、
困
窮
す
る
劉
備
母
子
の（妬）
後
見
人
と
し
て
密
な
る
援
助
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
備
は
緊
密
な
宗
族
の
集
落
の
中
で
成
長
し
た
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
劉
備
の
立
身
に
関
す
る
同
族
的
な
支
援
を
直
ち
に
等
閑
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
劉
元
起
の
「
吾
が
宗
中
に
此
の
児
有
り
、
非
常
の
人
な
ればなり」という発一一一一口に象徴されるように、劉備に対する学資援助
と
は
、
金
銭
的
に
多
少
余
裕
の
あ
る
同
宗
の
単
な
る
道
楽
な
ど
で
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
そ
れ
は
非
凡
な
子
弟
を
著
名
な
学
者
に
師
事
さ
せ
、
そ
の
門
生
関
係
か
ら
任
官
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
何
宗
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
（妬）
た
投
資
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
豪
族
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ま
で
の
投
資
を
回
収
し
、
ま
た
宗
族
の
政
治
的
地
位
の
向
上
を
Ⅱ
指
す
た
め
に
、
む
し
ろ
積
極
的
に
同
宗
を
挙
げ
て
「
非
常
の
人
」
劉
備
を
支
え
る
更
な
る
援
助
を
行
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
劉
備
の
宗
族
に
関
す
る
記
録
が
乏
し
い
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
一
概
に
以
後
の
劉
備
と
「
豪
侠
」
と
の
交
際
や
政
治
的
行
動
に
対
し
て
宗
族
が
冷
淡
な
姿
勢
を
取
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
4８
前
節
所
引
の
先
主
伝
に
見
え
る
よ
う
に
、
劉
備
は
十
五
歳
の
時
、
即
ち
霊
帝
（師）
の
喜
平
四
年
（
一
七
五
）
に
同
郷
の
盧
植
に
師
事
し
て
い
る
。
「
後
漢
書
」
巻
六四・盧植伝によれば、
喜
平
四
年
、
九
江
蛮
反
、
四
府
選
植
才
兼
文
武
、
拝
九
江
太
守
、
蛮
冠
賓
服。以病去官。作尚書章句．一一一礼解誌。．…：会南夷反叛、以植
嘗
在
九
江
有
恩
信
、
拝
為
臓
江
太
守
。
歳
餘
、
復
徴
拝
議
郎
、
与
諫
議
大
夫
馬
日
碑
・
議
郎
察
皀
・
楊
彪
・
韓
説
等
並
在
東
観
、
校
中
書
五
経
記
伝
、
補続漢記。
と
あ
り
、
ま
た
唐
・
劉
知
幾
『
史
通
」
巻
一
二
・
古
今
正
史
篇
後
漢
史
条
に
よ
れば、
マ
マ
嘉
平
中
（
一
七
一
～
七
七
年
）
、
光
禄
大
夫
（
諌
議
大
夫
の
誰
）
馬
日
蝉
・
議
郎
察
昌
・
楊
彪
・
盧
植
著
作
東
観
、
接
続
紀
伝
之
可
成
者
。
と
あ
り
、
盧
植
は
九
江
太
守
を
辞
し
て
か
ら
、
ま
も
な
く
鷹
江
太
守
を
拝
命
し
、
「
歳
餘
」
と
あ
る
「
喜
平
中
」
に
議
郎
に
召
喚
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
庸
江
太
守
に
喜
平
五
年
前
後
よ
り
赴
任
し
て
同
六
年
頃
に
議
郎
に
就
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
先
主
伝
に
「
故
九
江
太
守
同
郡
盧
植
」
と
さ
れ
る
時
期
は
確
か
に
喜
平
Ⅶ
年
頃
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
後
漢
書
」
巻
七
三
・
公孫墳伝によれば、
後
、
従
啄
郡
盧
植
学
於
維
氏
山
中
、
略
見
書
伝
。
と
あ
り
、
同
時
期
に
入
門
し
て
い
た
公
孫
遭
と
共
に
都
・
洛
陽
の
東
方
に
位
置
三
劉
備
に
お
け
る
慮
植
の
存
在
（銘）
す
う
Ｃ
維
氏
県
の
山
中
で
盧
植
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
政
治
的
に
は
「
清
流
人
士
」
に
近
か
っ
た
と
さ
れ
る
盧
植
は
、
大
儒
・
馬
融
の
「
門
人
冠
首
」
昌
世
説
新
語
」
文
学
篇
第
一
話
註
引
「
鄭
玄
別
伝
」
）
と
称
せ
ら
れ
、
「
教
養
諸
生
、
常
有
千
数
」
と
あ
る
多
数
の
同
門
生
の
師
範
代
と
し
て
指
導
し
て
い
た
「海内大儒、人之望也」と評され、また「性剛毅有大節、常懐済世志、
不好辞賦、能飲酒一石」（盧植伝）という豪快な「任骨の武人」・「武
（羽）
人
型
人
間
」
で
あ
っ
た
た
め
、
儒
学
と
官
僚
生
活
と
を
通
ト
レ
て
広
範
な
人
脈
を
（釦）
有
し
、
一
定
の
門
生
数
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
予
想
笑
ご
れ
る
。
先
主
伝
に
よ
れ
ば、
先
主
不
甚
楽
読
書
、
喜
狗
馬
・
音
楽
・
美
衣
服
。
と
あ
り
、
当
時
劉
備
は
派
手
な
服
装
で
自
己
を
誇
示
し
な
が
ら
、
洛
陽
の
社
交
界
を
意
識
し
た
か
の
如
き
遊
興
に
興
じ
て
、
必
要
以
上
に
は
学
問
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
ｌ
決
し
て
嫌
っ
た
の
で
は
な
い
ｌ
そ
の
場
合
で
も
師
・
盧
植
の
名
声
と
、
自
ら
が
そ
の
門
下
で
あ
る
と
い
う
立
場
は
、
都
に
集
ま
る
人
士
と
の
交
流
に
お
い
て
劉
備
に
有
利
な
政
治
的
条
件
を
与
え
た
こ
と
は
想
くい）
像に難／、ない。先主伝に、
ママ
而
〔
公
孫
〕
墳
深
与
先
主
相
友
。
増
年
長
、
先
主
以
兄
事
之
。
（⑫）
と
あ
る
、
劉
備
と
親
交
の
あ
っ
た
公
孫
噴
は
、
霊
帝
に
「
講
経
」
ｊ
ｂ
行
っ
た
「
通
儒
」
劉
寛
に
も
「
門
生
」
と
し
て
出
入
り
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
は
お
よ
そ
虜
（卿）
植
に
師
事
し
「
読
経
」
し
て
い
た
時
期
に
重
な
る
。
｜
見
、
劉
備
が
遊
興
ロ
ロ
的
で
深
く
交
際
し
て
い
た
と
思
わ
れ
が
ち
な
公
孫
噴
で
あ
る
が
、
「
世
二
千
石
」
（
「
後
漢
書
』
本
伝
）
の
子
弟
と
し
て
複
数
の
大
儒
の
間
を
行
き
来
し
て
い
た
の
4９
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
、
劉
備
も
ま
た
「
諸
生
」
の
子
弟
と
し
て
、
公
孫
墳
に
「
相（帆）
友
」
し
「
兄
事
」
し
て
広
い
人
脈
の
構
築
に
勤
し
ん
で
い
た
可
能
性
が
吉
向
い
。
当
然
、
公
孫
瓊
が
大
儒
の
門
を
叩
く
時
も
同
行
し
た
こ
と
が
一
再
な
ら
ず
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
先
主
伝
に
は
、
少
語
言
、
善
下
人
、
喜
怒
不
形
於
色
、
好
交
結
豪
侠
、
年
少
争
附
之
。
と
あ
り
、
師
・
盧
植
Ｎ
様
の
気
質
を
備
え
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
劉
備
は
「
豪
侠
」
と
称
せ
ら
れ
る
地
方
有
力
者
や
「
年
少
」
の
多
く
と
親
密
に
し
て
い
（幅）
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
か
る
内
容
は
直
ち
に
関
羽
や
張
飛
の
如
き
侠
客
と
の
関
係
を
語
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
「
太
平
御
覧
」
巻
四
○
九
・
交
友
篇
所
引
孫
楚
「
牽
招
碑
」
に
よ
れ
ば
、
牽
招
（
翼
州
安
平
郡
観
津
県
の人）と劉備との関係が、
初
、
君
与
劉
備
少
長
河
朔
、
英
雄
同
契
、
為
刎
頸
之
交
、
有
横
波
裁
流
、
柑
翼
横
飛
之
志
、
俄
而
委
質
太
祖
（
曹
操
）
、
備
遂
鼎
足
於
蜀
漢
。
所
交
非
常
、
為
時
所
忌
、
毎
時
酌
損
乎
季
孟
之
間
。
と
記
さ
れ
、
ま
た
巻
二
六
・
牽
招
伝
に
は
、
年
十
餘
歳
、
指
同
県
楽
隠
受
学
。
後
隠
為
車
騎
将
軍
何
苗
長
史
、
招
随
卒
業。（妬）
と
あ
り
、
外
戚
の
何
苗
に
辞
召
さ
れ
て
い
る
一
」
と
か
ら
も
当
時
の
高
名
な
儒
者
と
見
ら
れ
る
楽
隠
に
師
事
し
て
、
学
問
の
成
就
の
た
め
に
は
洛
陽
ま
で
師
に
同
行
す
る
こ
と
も
厭
わ
な
か
っ
た
牽
招
が
、
そ
も
そ
も
面
識
す
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
他
郷
の
劉
備
と
年
「
少
」
き
時
か
ら
「
刎
頸
の
交
」
と
結
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
両
者
を
繋
ぐ
共
通
項
は
、
互
い
に
大
儒
の
門
生
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
見
出
し
難
い
。
学
問
的
な
接
触
か
ら
人
格
的
な
結
び
つ
き
に
及
ん
だ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
か
ら
は
、
劉
備
と
「
豪
侠
」
の
「
年
少
」
と
の
結
び
つ
き
が
、
単
な
る
侠
客
同
士
の
交
流
に
止
ま
ら
ず
、
劉
備
が
盧
植
の
門
生
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
、
儒
学
を
媒
介
と
し
た
人
士
と
の
関
係
も
包
含
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
翻
っ
て
考
え
れ
ば
、
か
か
る
盧
植
の
門
生
で
あ
る
信
頼
度
こ
そ
が
、
劉
備
の
活
動
を
担
保
す
る
最
大
の
資
本
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
主
伝
に
は、
中
山
大
商
張
世
平
・
蘇
双
等
賀
累
千
余
、
販
馬
周
旋
於
啄
郡
、
見
而
異
之
、
乃
多
与
之
余
財
。
先
主
山
是
得
用
今
徒
衆
。
と
あ
る
が
、
中
山
大
商
の
張
世
平
ら
が
素
性
も
確
か
で
は
な
い
単
な
る
侠
客
風
情
に
大
口
の
資
金
提
供
を
行
う
と
は
俄
か
に
は
考
え
難
い
。
注
目
す
べ
き
は
こ
く術）
の
頃
、
公
孫
墳
が
啄
令
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
張
世
平
ら
は
馬
交
易
の
利
権
に
関
心
を
持
つ
公
孫
瑁
の
意
向
を
受
け
た
上
で
、
地
元
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
弟
分
の
劉
備
に
私
兵
集
団
を
組
織
き
せ
、
警
護
を
行
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
劉
備
自
身
の
人
格
的
信
頼
性
を
担
保
し
た
も
の
は
、
同
地
の
先
賢
で
あ
る
盧
植
の
門
生
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろうか。それを物語るのが、巻三一一一・後主伝「評Ｒ」註引「華陽国
（蛆）
士心」の次の記事である。
丞
相
亮
時
、
有
言
公
惜
赦
者
、
亮
答
曰
、
治
世
以
大
徳
、
不
以
小
恵
、
故
匡衡・呉漢不願為赦。先帝亦一一一一口、吾周旋陳元方（陳紀）・鄭康
成
（
鄭
玄
）
間
、
毎
見
啓
告
、
治
乱
之
道
悉
突
、
曾
不
語
赦
。
若
劉
景
升
5０
（劉表）・季玉（劉璋）父子、歳歳赦宥、何益於治。
こ
こ
に
は
劉
備
が
公
孫
墳
の
下
を
去
っ
て
徐
州
牧
の
陶
謙
に
身
を
寄
せ
、
豫
州
刺
史
に
表
さ
れ
た
献
帝
の
興
平
元
年
（
’
九
四
）
二
月
以
降
か
ら
、
徐
州
牧
を
引
き
継
ぎ
呂
布
に
徐
州
を
追
わ
れ
る
建
安
二
年
二
九
七
）
ま
で
の
期
間
に
、
「
清
流
人
士
」
に
属
す
る
陳
紀
や
盧
植
の
同
門
で
あ
る
鄭
玄
と
の
交
際
が
記
さ
（㈱）
れており、それを裏書きするように、巻一一一一・陳臺伝には、
劉備臨豫州、辞菫為別駕。
と
あ
り
、
陳
紀
の
子
・
陳
章
が
劉
備
の
豫
州
別
駕
従
事
に
辞
召
さ
れ
て
お
り
、
また巻三八・孫乾伝には、
先
主
領
徐
州
、
辞
為
従
事
、
後
随
周
旋
。
とあり、同伝註引『鄭玄伝』には、
〔鄭〕玄薦乾於州。乾被眸命、玄所挙也。
と
あ
る
よ
う
に
、
師
と
見
ら
れ
る
鄭
玄
の
推
挙
に
よ
り
青
州
北
海
郡
の
人
・
孫
（刃）
乾
が
、
劉
備
の
辞
召
を
受
け
徐
州
従
事
史
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
盧
植
が
政
治
的
に
「
清
流
人
士
」
に
近
く
、
ま
た
鄭
玄
と
兄
弟
弟
子
と
し
て
親
し
く
交
際
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
か
か
る
視
点
に
立
て
ば
、
興
平
元
年
、
陶
謙
に
代
わ
っ
て
劉
備
が
徐
州
牧
に
就
任
し
た
際
、
「
州
人
」
を
率
い
て
劉
備
を
推
戴
し
た
蕊
竺
（
徐
州
東
海
郡
胸
県
の
人
）
は
、
『
春
秋
』
学
に
通
じ
る
地
方
名
族
の
徐
州
東
海
蕊
氏
の
出
身
で
（副）
あ
り
、
「
四
世
五
公
」
の
名
門
・
一
塁
術
（
豫
州
）
へ
の
徐
州
委
託
を
説
く
劉
備
に
対
し
て
敢
え
て
徐
州
牧
就
任
を
懇
願
し
た
陳
登
（
徐
州
下
部
国
准
浦
県
の
人
）
も
、
大
伯
父
に
盧
植
が
鄭
玄
ら
と
師
事
し
た
太
尉
の
陳
球
を
持
つ
人
物
で
（麺）
あ
っ
た
。
の
み
先
仏
ら
ず
、
鄭
玄
と
親
交
の
あ
っ
た
北
海
相
の
孔
融
（
豫
州
魯
国
（兜）
の
人
）
ｊ
ｂ
ま
た
、
か
っ
て
劉
備
に
援
軍
を
求
め
、
徐
州
牧
を
固
辞
す
る
劉
備
に
（別）
就任を勧めている。換一一一一口すれば、儒学的教養をもつ豪族層の支持を
受
け
、
劉
備
は
徐
州
牧
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
（弱）
これに関－して、先主伝註引「献帝春秋』によれば、劉備の徐州牧
就
任
後
に
、
公
孫
墳
の
下
で
対
時
し
て
き
た
宿
敵
で
あ
る
衰
紹
に
陳
登
が
派
遣
さ
れ
、
哀
紹
は
、
劉
玄
徳
弘
雅
有
信
義
、
今
徐
州
楽
戴
之
、
誠
副
所
望
也
。
と
発
言
し
て
い
る
が
、
兄
事
し
大
恩
も
あ
る
公
孫
噴
を
見
限
っ
て
陶
謙
に
投
じ
（髄）
た
劉
備
に
如
何
な
う
Ｃ
「
信
義
」
が
あ
り
、
か
つ
劉
備
の
徐
州
牧
就
任
が
な
ぜ
哀
紹
に
歓
迎
さ
れ
た
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
に
は
初
平
四
年
（
一
九
三
）
十
月
に
お
け
る
公
孫
瓊
に
よ
る
大
司
馬
・
幽
州
牧
劉
虞
の
殺
害
が
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
公
孫
噴
と
険
悪
な
状
態
に
あ
っ
た
劉
虞
は
寛
政
を
行
い
、
広
く
「
恩
信
」
を
施
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
死
後
に
故
吏
・
鮮
干
輔
を
中
心
と
し
た
州
民
に
よ
る
各
地
で
の
蜂
起
が
発
生
し
、
公
孫
墳
は
本
拠
地
を
幽
州
広
陽
郡
薊
県
か
ら
翼
州
河
問
国
の
易
京
に
移
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
（訂）
に追い込士生れている。加えて劉備が平原相となった初平一一年には盧
（詔）
植
が
弟
子
の
公
孫
墳
側
で
は
な
／
、
、
衰
紹
の
軍
師
と
な
っ
て
い
た
。
同
郷
か
つ
恩
師
で
あ
る
盧
植
と
の
敵
対
を
強
い
ら
れ
た
劉
備
の
立
場
は
微
妙
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
君
」
た
る
州
牧
劉
虞
の
復
仇
を
目
指
す
反
公
孫
噌
の
機
運
が
高
ま
る
状
況
に
あ
っ
て
、
州
民
で
も
あ
る
劉
備
と
し
て
は
そ
の
輿
論
も
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
盧
植
は
黄
巾
の
乱
5１
零
細
な
史
料
の
制
約
上
、
不
十
分
な
考
察
に
陥
っ
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
大
要
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
劉
備
を
漢
室
の
末
喬
と
す
る
二
つ
の
世
系
は
、
い
ず
れ
も
荊
州
亡
命
以
後
の
政
治
的
状
況
を
加
味
し
て
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
の
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
啄
県
劉
氏
と
い
う
家
柄
は
「
諸
生
」
に
な
る
こ
と
を
通
じ
て
官
界
へ
の
進
出
を
指
向
す
る
地
方
豪
族
の
一
員
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
劉
備
の
政
治
的
行
動
も
ま
た
基
本
的
に
儒
学
的
価
値
観
に
規
制
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
彼
の
政
治
的
行
動
に
有
利
に
働
い
た
の
が
盧
植
の
門
生
と
い
う
に
対
す
る
鎮
圧
活
動
、
何
進
殺
害
か
ら
董
卓
専
横
に
至
る
朝
廷
に
在
っ
て
、
「
常
に
済
世
の
志
を
懐
」
き
秩
序
破
壊
者
に
対
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
ん
だ
人
（弱）
物
で
あ
る
。
郷
里
と
「
兄
」
と
の
板
挟
み
の
末
に
、
劉
備
が
辿
り
着
い
た
結
論
が
翌
年
二
月
に
お
け
る
ｌ
無
論
、
功
利
的
な
判
断
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
ｌ
秩
序
破
壊
者
た
る
公
孫
墳
と
の
訣
別
と
い
う
苦
渋
の
選
択
だ
っ
た
の
で
は
な
か
（釦）
ろうか。逆説的に一一一一口えば、公孫墳と手を切り郷里と恩師に対する
「
信
義
」
を
優
先
さ
せ
た
か
ら
こ
そ
、
少
な
く
と
も
徐
州
牧
就
任
時
ま
で
、
盧
植
の
門
生
と
い
う
立
場
に
由
来
す
る
人
脈
と
声
望
と
を
獲
得
・
維
持
す
る
こ
と
が出来たと一一一一口えよう。
右
の
考
察
に
大
過
な
け
れ
ば
、
劉
備
の
前
半
生
に
は
盧
植
の
門
生
と
い
う
立
場
、
そ
れ
に
郷
里
の
輿
論
と
が
強
く
そ
の
政
治
的
行
動
を
規
定
し
て
い
た
と
見
られる。
お
わ
り
に
立
場
で
あ
り
、
そ
の
門
下
か
ら
生
じ
た
公
孫
噴
と
の
「
兄
弟
」
関
係
が
徐
州
牧
就
任
に
至
る
劉
備
の
飛
躍
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
と
は
い
え
、
公
孫
墳
に
よ
る
州
「
君
」
劉
虞
殺
害
と
い
う
秩
序
破
壊
に
直
面
す
る
と
、
陶
謙
の
支
援
を
口
実
に
訣
別
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
右
は
、
教
養
人
と
し
て
の
劉
備
の
声
望
こ
そ
が
、
彼
が
同
時
代
人
に
高
く
評
価
さ
れ
た
根
本
に
あ
っ
た
こ
と
を
議
論
す
る
も
の
で
あ
り
、
勿
論
、
私
兵
組
織
と
し
て
の
劉
備
集
団
内
に
お
け
る
人
格
的
・
任
侠
的
結
合
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
か
か
る
声
望
は
、
呂
布
に
徐
州
を
乗
っ
取
ら
れ
、
亡
命
し
た
恩
義
あ
る
曹
操
を
裏
切
り
、
「
兄
」
公
孫
墳
を
死
に
至
ら
し
め
た
哀
紹
や
黄
巾
（い）
賊
と
共
闘
し
た
時
点
で
、
事
実
上
地
に
墜
ち
た
た
め
、
新
た
な
声
望
の
原
理
の
模
索
に
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
□
そ
れ
が
自
己
の
行
為
を
正
当
化
す
る
漢
室
の
末
喬
に
よ
る
漢
朝
の
護
持
と
い
う
主
張
に
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
□
な
お
考
察
す
べ
き
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
主二｜ロ
（
１
）
劉
備
の
世
系
問
題
に
関
し
て
は
、
第
一
節
で
後
述
す
る
。
（
２
）
日
本
の
概
説
書
で
劉
備
の
出
自
を
記
す
も
の
を
数
例
挙
げ
る
と
、
岡
崎
文
夫
『
魏
晋
南北朝通史」内編第一章第五節（’九一一一二年初出、のち平凡社東洋文庫、
一
九
八
九
年
）
は
一
部
事
実
認
識
に
誤
謬
が
含
ま
れ
て
い
る
が
「
漢
の
一
族
と
称
せ
ら
れ
て
は
居
る
が
、
そ
の
母
は
席
を
織
り
履
を
販
う
て
日
々
の
糊
口
を
つ
な
い
だ
と
い
わ
る
る
ほ
ど
の
貧
困
な
家
柄
に
生
ま
れ
た
。
幼
時
か
ら
そ
の
挙
動
人
と
異
っ
て
居
る
の
で
5２
地
方
の
信
頼
を
受
け
た
様
で
、
黄
巾
の
賊
が
そ
の
地
方
を
荒
し
た
際
、
あ
る
商
人
は
彼
に
莫
大
な
金
を
与
え
て
義
軍
を
募
り
も
っ
て
地
方
の
治
安
維
持
に
当
ら
し
め
た
。
」
と
し、宮崎市定「世界の歴史（七）大唐帝国」「天下三分」（一九六八年初出、
の
ち
河
出
書
房
新
社
・
河
出
文
庫
、
一
九
八
九
年
）
は
「
祖
父
劉
雄
は
や
っ
と
県
令
ま
で
い
っ
た
が
、
父
の
劉
弘
は
早
く
死
ん
だ
の
で
、
孤
児
に
な
っ
た
劉
備
は
貧
乏
で
は
き
ご
ざ
も
の
を
売
っ
た
り
、
趣
を
織
っ
た
り
し
て
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
吏
と
民のあいだすれすれの階級である。もう少し上流なら、｜族の者たちがもっ
と
力
に
な
っ
て
く
れ
る
も
の
な
の
だ
。
」
と
し
、
渡
邊
義
浩
「
図
解
雑
学
三
国
志
」
「
劉
備
の
集
団
」
（
ナ
ッ
メ
社
、
二
○
○
○
年
）
は
「
漢
の
一
族
と
称
す
る
も
の
の
、
一
族
の
力
は
弱
く
（
著
者
註
ｌ
幼
少
の
こ
ろ
、
母
と
と
も
に
む
し
ろ
を
織
り
、
靴
を
売
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
劉
備
に
、
｜
族
の
劉
元
起
が
学
費
を
出
し
、
盧
植
の
も
と
に
遊
学
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ま
っ
た
く
一
族
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
）
、
実
態
は
武
力
だ
け
を
頼
り
に
群
雄
の
間
を
転
々
と
す
る
傭
兵
隊
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
」
とし、金文京「中国の歴史Ｎ・一一一国志の世界」第一章（講談社、二○○五年）
で
は
「
劉
備
の
祖
父
は
県
令
を
務
め
た
ら
し
い
が
、
父
は
無
官
で
、
要
す
る
に
た
だ
の
人
で
あ
る
。
若
い
こ
ろ
に
同
郷
の
大
学
者
、
盧
植
に
師
事
し
た
と
い
う
が
勉
強
は
嫌
い
で、犬と馬、音楽それにきれいな服が好きだった。要するに遊び人である。
し
か
し
仲
間
の
間
で
は
め
っ
ぽ
う
人
望
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
若
者
が
彼
の
配
下
に
集
ま
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
親
分
で
あ
る
。
」
と
す
る
よ
う
に
、
没
落
士
人
や
下
層
民
な
い
し
無
頼
の
如
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
（
３
）
劉
備
に
関
す
る
中
国
の
専
論
に
、
張
大
可
「
論
劉
備
」
二
九
八
七
年
初
出
。
の
ち
同
『三国史研究』所収、甘粛人民出版社、’九八八年）、方詩銘「劉備〃争盟
准隅」（同「曹操・哀紹・黄巾」所収、上海社会科学院出版社、’九九五年）、
方
北
辰
「
劉
備
新
伝
」
（
群
玉
堂
出
版
公
司
、
一
九
九
一
年
）
、
黎
虎
主
編
『
中
国
通
史
（
八
）
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
第
五
巻
・
中
古
時
代
・
三
国
両
晋
南
北
朝
時期（下冊）第二章「劉備・諸葛亮」、張作耀「劉備伝」（人民出版社、二
○
○
四
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
踏
み
込
ん
で
出
自
を
議
論
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
その中にあって、徐徳燐「三国史講話」（軍聯出版社、’九五五年）だけが
「
劉
備
幼
年
難
領
味
過
貧
民
生
活
、
但
基
本
上
是
官
僚
地
主
階
層
中
的
人
物
、
是
不
会
同
情農民革命的。」（六九頁）と評価している。
（４）高島氏「劉備」（同『三国志人物縦横談」所収、大修館書店、一九九四年。
のち「三国志きらめく群像」と改題、ちくま文庫、一一○○○年）。
（５）上谷氏「劉備玄徳の青年時代Ｉ『三国志」研究ノート（｜）」（「東洋史訪」
一三、一一○○七年）。
（
６
）
『
漢
書
」
巻
一
五
上
・
王
子
侯
表
上
・
陸
城
侯
貞
条
に
よ
れ
ば
「
元
狩
六
年
（
前
一
一
七
）
」
は
「
元
朔
二
年
（
前
一
二
七
）
」
の
、
「
陸
城
亭
侯
」
は
「
陸
城
侯
」
の
誰
で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
劉
貞
は
元
鼎
五
年
（
前
一
一
二
）
に
失
爵
し
て
い
る
。
ま
た
劉
貞
が
陸
城
侯
に
始
封
さ
れ
た
時
、
陸
城
県
は
啄
郡
に
属
し
、
前
漢
・
成
帝
の
綏
和
元
年
（
前
八
）
に
中
山
国
の
属
と
さ
れ
た
。
よ
っ
て
「
啄
県
」
は
「
啄
郡
」
の
靴
と
見
ら
れ
る
。
周
振
鶴「西漢諸侯王国封域変遷考（下）」（『中華文史論叢」一九八二年四期）第
八
章
第
一
○
節
を
参
照
。
（
７
）
「
後
漢
書
』
巻
一
四
・
斉
武
王
績
伝
附
子
北
海
靖
王
興
伝
に
よ
れ
ば
、
劉
復
は
光
武
帝
の
長
兄
・
劉
練
の
孫
、
北
海
王
興
の
子
に
当
る
人
物
で
あ
り
、
「
典
略
」
は
こ
の
劉
復
に
始
ま
る
臨
邑
侯
家
か
ら
出
た
傍
系
に
劉
備
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
他
方
『
後
漢
書
」
巻
5３
一
上
・
光
武
帝
紀
上
建
武
二
年
（
二
六
）
正
Ⅱ
「
是
月
」
条
に
は
「
真
定
王
楊
・
臨
邑
侯譲謀反、遣前将軍取純珠之。」とあり、唐・李賢註には「楊、景帝七代孫、
譲即楊弟。」とある。「漢書」巻一四・諸侯王表・常山憲王舜条によれば、
劉
楊
の
時
に
王
奔
の
蔦
奪
の
た
め
公
に
肚
爵
さ
れ
（
紀
元
後
八
年
）
、
そ
の
翌
年
に
廃
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
劉
譲
も
兄
の
劉
楊
同
様
、
臨
邑
侯
は
後
漢
初
期
に
は
既
に
か
つ
て
の爵号であったと見られる。かつ管見の限り、「典略」には前漢・武帝以降
の
快
文
が
確
認
さ
れ
な
い
。
か
か
る
状
況
が
本
来
的
な
撰
述
内
容
を
反
映
し
、
引
用
の
際
に
改
変
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
前
漢
末
に
臨
邑
侯
だ
っ
た
と
魁
し
い
劉
譲
の
末
商
を指したものとはみなし難い。以上の前提に大過ないとすれば、『典略」所
赦の「臨邑侯」を劉譲に比定する議論は成り立ち難い。「典略」の快文状況
については、拙稿「「魏略」の基礎的研究」（「史肌」三一、一九九八年）を
参
照
。
な
お
高
秀
芳
・
楊
済
安
編
「
三
国
志
人
名
索
引
」
（
中
華
書
局
、
一
九
八
○
年
）
も
「
劉
復
（
臨
邑
侯
）
」
三
五
○
頁
）
と
認
識
す
る
。
（８）『資治通鑑」巻六○・漢紀五二・献帝初平二年（一九一）十月条胡三省註。
（９）「広陽順王子西郷侯宏」とは「広陽頃王子西郷侯容」の靴である。広陽頃
王
は
武
帝
の
孫
で
、
燕
刺
王
旦
の
太
子
・
劉
建
を
指
す
。
ま
た
「
漢
書
』
巻
一
五
下
・
王
子
侯
表
下
に
よ
れ
ば
、
西
郷
侯
容
の
孫
・
劉
景
の
時
に
失
爵
し
た
、
「
玄
孫
」
に
は
「啄」とある。
（
、
）
王
子
侯
表
「
玄
孫
」
（
末
格
註
）
で
「
豚
」
と
記
さ
れ
る
者
に
中
山
靖
王
勝
の
子
ｌ
将
梁
侯
朝
平
・
薪
館
侯
未
央
・
陸
城
侯
貞
・
薪
処
侯
嘉
・
曲
成
侯
万
歳
・
安
郭
子
侯
伝
富
、
燕
刺
王
旦
（
武
帝
の
ｆ
）
の
子
ｌ
新
昌
侯
慶
、
広
陽
頃
王
建
（
燕
刺
王
の
子
）
の
子
ｌ
臨
郷
侯
雲
・
西
郷
侯
容
・
陽
郷
侯
発
・
益
昌
侯
嬰
の
二
例
が
あ
り
、
「
啄
郡
」
と
記
さ
れ
る
者
に
中
山
康
王
昆
侈
（
中
山
靖
王
の
孫
）
の
子
ｌ
成
侯
真
、
河
問
孝
王
慶
（
景
帝
の
玄
孫
）
の
子
ｌ
陽
興
侯
昌
の
二
例
が
あ
る
。
（
Ⅱ
）
註
（
６
）
周
氏
論
文
に
よ
れ
ば
、
末
格
註
に
見
え
る
「
啄
」
と
は
、
始
封
時
に
陸
城
県が属した啄郡と理解する。また紙谷正和三漢書」列侯表考証（上）」（「福
岡大学人文論叢」一五’二、一九八一一一年）は末格註の郡・国・県名は、列
侯
国
と
な
る
以
前
の
所
属
を
註
記
し
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
（
皿
）
巻
三
一
・
劉
璋
伝
「
評
曰
」
註
引
斐
松
之
の
按
語
に
は
「
漢
高
祖
時
、
封
皆
列
侯
、
未有郷・亭之爵」とあり、「漢書」には郷侯・亨侯は確認されない。また「後
漢書志（続漢書志）」第二八・百官五・列侯条には「列侯、所食県為侯国。」
と
あ
り
、
「
本
性
Ｈ
」
に
は
「
功
大
者
食
県
、
小
者
食
郷
亭
」
と
見
え
る
の
で
、
楊
光
輝
「漢唐封爵制度」（学苑州版社、’一○○二年）四三頁が指摘するように、後
漢
に
な
っ
て
列
侯
が
三
等
級
に
分
け
ら
れ
県
侯
（
凶
侯
）
・
郷
侯
・
亭
侯
と
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
陳
寿
な
い
し
彼
が
依
拠
し
た
言
説
を
作
り
上
げ
た
者
は
「
陸
城
郷
侯
」
を
想
定
し
て
も
良
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
或
い
は
「
陸
城
亭
」
が
実
在
し
た
ものか。なお上述の実態とは一致せず、根拠不詳ながら唐・杜佑「通典」
巻
一
九
・
職
官
一
・
封
爵
条
に
は
「
漢
、
国
王
・
国
侯
・
亭
侯
三
等
。
」
と
あ
り
、
ま
た
「
後
漢
亦
三
等
」
と
あ
る
。
或
い
は
「
通
典
」
が
依
拠
し
た
論
拠
と
同
様
の
認
識
か
ら
、
先
主
伝
で
は
国
侯
に
次
ぐ
列
侯
と
し
て
亭
侯
を
想
定
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
旧
）
「
華
陽
国
志
」
巻
二
・
後
賢
志
・
陳
寿
伝
に
「
少
受
学
於
散
騎
常
侍
諜
周
、
治
尚
書
・
三
伝
、
鋭
精
史
・
漢
、
聡
警
敏
識
、
属
文
富
鑑
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
諜
周
に
師
事
し
て
経
書
の
他
に
「
史
記
」
・
「
漢
書
」
を
学
ん
で
い
る
。
或
い
は
先
主
伝
の
世
系
に
関
す
る
「
漢
書
」
解
釈
に
は
、
陳
寿
を
経
由
し
て
諜
周
の
学
説
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
5４
な
い
。
諜
周
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
蜀
に
お
け
る
議
緯
の
学
の
伝
統
」
（
安
居香山編『識緯思想の綜合的研究」所収、国書刊行会、’九八四年）などを、
陳
寿
と
そ
の
史
料
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
陳
寿
伝
の
研
究
」
Ｓ
北
大
史
学
」
四
一、二○○｜年）などを参照・
（
Ⅲ
）
『
漢
書
』
巻
一
四
・
諸
侯
王
表
で
は
、
景
帝
の
諸
子
は
長
沙
定
王
発
、
中
山
靖
王
勝
の
順
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
顔
師
古
は
「
此
表
列
諸
王
次
第
与
本
伝
不
同
者
、
本
伝
因
母
氏
之
次
、
而
尽
言
所
生
、
表
則
叙
其
昆
弟
長
幼
。
」
と
指
摘
す
る
。
よ
っ
て
諸
侯
王
表
の兄弟の順に従う。
（
旧
）
た
だ
し
『
典
略
」
や
「
魏
略
」
の
快
文
を
見
る
限
り
、
劉
備
と
啄
郡
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
記
載
が
特
に
見
ら
れ
な
い
の
で
、
魚
拳
が
劉
備
を
東
郡
臨
邑
の
人
と
認
識
し
て
いた可能性は残る。
（
肥
）
諸
葛
亮
伝
に
よ
れ
ば
、
劉
備
に
よ
る
「
三
顧
の
礼
」
と
「
隆
中
対
」
は
、
「
先
主
屯
新
野
」
の
時
期
、
即
ち
劉
備
が
荊
州
に
亡
命
し
た
建
安
六
年
（
二
○
一
）
か
ら
、
奨
城
に
移鎮した建安一二年までの時期に行われたとある。しかし同伝註引『魏略』
に
は
「
劉
備
屯
奨
城
」
と
あ
り
、
建
安
一
二
年
頃
に
劉
備
と
諸
葛
亮
が
趨
遁
し
た
と
し
て
、
諸
葛
亮
が
劉
備
を
訪
れ
た
な
ど
「
三
顧
の
礼
」
・
「
隆
中
対
」
と
は
全
く
異
な
る
事
情を記している。宮川尚志「孔明の出濾についての異説」（同『六朝史研究
政治・社会篇」所収、平楽寺書店、一九五六年）、堀敏一「曹操と諸葛孔
明
の
出
仕
」
（
同
『
律
令
制
と
東
ア
ジ
ア
世
界
ｌ
私
の
中
国
史
学
〈
二
〉
」
所
収
、
汲
古
書院、一九九四年）、菊池良輝「孔明出慮に関する二・一一一の疑問」（谷口房
男
・
飯
塚
勝
重
編
『
中
国
少
数
民
族
地
区
散
歩
」
所
収
、
総
和
社
、
二
○
○
四
年
）
な
どを参照。
（
Ⅳ
）
劉
璋
伝
の
建
安
一
六
年
条
に
も
、
「
劉
豫
州
、
使
君
之
宗
室
」
と
い
う
張
松
の
発
言
が
見られる。
（
旧
）
巻
五
四
・
魯
粛
伝
に
よ
れ
ば
、
建
安
十
六
年
以
前
の
孫
権
へ
の
書
簡
で
劉
備
は
「
備
与
〔
劉
〕
璋
託
為
宗
室
、
翼
艤
英
霊
、
以
匡
漢
朝
」
と
述
べ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
彼
自
身
も
漢
の
宗
室
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（⑲）巻一一一一・王朗伝附子粛伝註引『魏略』儒宗伝及び「魚拳曰」、巻二一・王
桑伝註引『魏略」那郵淳伝。
（
卯
）
章
誕
は
魚
拳
の
「
魏
略
」
の
藍
本
と
見
ら
れ
る
曹
魏
「
国
史
」
で
あ
る
「
大
魏
書
（
散
騎書）」の編纂を行った人物で、魚拳の先輩でもある。註（７）拙稿を参照。
（
Ⅲ
）
実
際
、
巻
二
一
一
一
・
装
潜
伝
に
よ
れ
ば
、
王
桑
と
親
交
が
あ
り
、
自
身
も
荊
州
に
亡
命
し
て
い
た
斐
潜
の
例
で
は
、
北
方
帰
還
後
に
曹
操
か
ら
「
卿
前
与
劉
備
倶
在
荊
州
、
卿
以
備
才
略
何
如
。
」
と
尋
ね
ら
れ
て
お
り
、
同
様
に
荊
州
よ
り
帰
還
し
た
者
か
ら
当
時
の
同
地
に
お
け
る
劉
備
に
関
す
る
情
報
が
聞
き
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
ないに
（
皿
）
こ
の
年
十
二
月
に
「
已
亥
」
日
は
存
在
し
な
い
。
「
十
一
月
己
亥
（
二
九
日
）
」
の
識
で
あ
ろ
う
。
（
羽
）
『
察
皀
集
』
巻
三
所
収
の
曹
魏
「
劉
鎮
南
碑
」
に
も
「
策
命
褒
崇
、
謂
之
伯
父
」
と
あ
り
、
後
漢
・
献
帝
か
ら
宗
室
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（別）註（ｕ）を参照」
（邪）「州里」の関係については、中村圭繭「「郷里」の論理」（’九八二年初出、
の
ち
同
『
六
朝
貴
族
制
研
究
』
所
収
、
風
間
書
房
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
を
参
照
。
（
妬
）
こ
の
事
例
は
、
註
（
妬
）
中
村
氏
論
文
で
既
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
5５
（
〃
）
巻
一
・
武
帝
紀
及
び
先
主
伝
に
よ
れ
ば
、
呂
布
に
徐
州
を
奪
わ
れ
た
劉
備
は
曹
操
の
下
に
身
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
程
星
が
殺
害
を
勧
め
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
曹
操
は「殺一人而失天下之心、不可。」と却下し、豫州牧・左将軍への任官と破
格
の
厚
遇
を
与
え
た
上
に
、
疲
弊
し
た
劉
備
集
団
の
再
編
に
も
援
助
を
与
え
て
い
る
。
か
か
る
曹
操
の
恩
義
に
仇
で
返
す
が
如
く
、
劉
備
は
献
帝
の
舅
・
董
承
ら
と
曹
操
暗
殺
を
共
謀
し
、
か
つ
出
征
し
て
い
た
徐
州
で
曹
操
が
任
じ
た
刺
史
の
車
冑
を
殺
し
て
い
る
、
挙
句
、
親
征
し
た
曹
操
に
敗
れ
る
と
、
衰
紹
麿
下
に
入
り
、
許
都
の
背
後
を
脅
か
す
軍
事活動を行っていた。
（肥）「枝属」であれば、膨大な数の子孫が予想される。当然その真偽を調べよ
う
も
な
く
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
、
か
か
る
主
張
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い。
（別）巻一八・李典伝には「劉表使劉備北侵、至葉（荊州南陽郡の属県）、太祖
遣
典
従
夏
侯
惇
拒
之
。
」
と
あ
り
、
後
段
に
建
安
九
年
（
二
○
四
）
八
月
の
郷
平
定
戦
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
は
巻
一
・
武
帝
紀
建
安
八
年
八
月
条
に
「
公
（
曹
操
）
征
劉
表
、
軍
西
平
（
豫
州
汝
南
郡
の
属
県
）
と
に
対
応
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
劉
備
の
亡
命
か
ら
ま
だ
Ｈ
が
浅
い
時
期
に
、
劉
表
は
許
都
に
連
な
る
曹
操
側
の
支
配
地
域
の
攻
略
を
劉
備
に
命
じ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
劉
備
に
は
作
戦
実
施
に
必
要
な
兵
力
と
指
揮
権
が
附
与
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（釦）劉備とその父祖の韓が一宇であることから、「子敬」「元起」「徳然」は彼
ら
の
字
を
言
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
な
お
註
（
５
）
上
谷
氏
論
文
で
は
劉
元
起
を
「
叔
父
」
と
す
る
が
、
先
主
伝
で
は
「
同
宗
」
と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
親
族
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
（Ｊ）『後漢書」巻八一・独行・劉茂伝には、永初二年（一○八）に平原今であっ
た
本
貫
不
明
の
劉
雄
に
関
す
る
記
載
が
見
え
る
。
仮
に
こ
れ
が
劉
備
の
祖
父
と
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、
苑
県
令
と
な
る
以
前
に
平
原
今
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
犯
）
福
井
重
雅
「
漢
代
官
吏
登
用
制
度
の
概
観
」
（
同
「
漢
代
官
吏
登
用
制
度
の
研
究
」
所
収
、
創
文
社
、
’
九
八
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
孝
廉
に
は
経
学
を
履
修
す
る
儒
生
を
対
象
と
し
た
も
の
と
、
法
令
を
遵
守
す
る
文
吏
を
対
象
と
し
た
も
の
の
二
種
類
の
試
験
区
分
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
劉
備
だ
け
で
な
く
同
宗
の
劉
徳
然
も
ま
た
当
世
の
儒
者
で
あ
っ
た
盧
植
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
儒
学
を
指
向
す
る
家
風
が
突
如
現
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
と
す
れ
ば
、
か
か
る
家
風
は
劉
雄
の
世
代
に
は
既
に
存
在
し
、
儒
生
の
試
験
区
分
で
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
□
（
羽
）
註
（
５
）
上
谷
氏
論
文
□
か
か
る
啄
県
劉
氏
は
藤
田
勝
久
「
中
国
古
代
国
家
と
地
域
社
会
」
（
同
「
中
国
古
代
国
家
と
郡
県
社
会
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
○
○
五
年
）
が
社
会
層
と
し
て
想
定
す
る
県
で
「
州
郡
吏
ク
ラ
ス
、
守
令
・
長
・
丞
・
尉
」
を
輩
出
す
る
家
柄
と
な
ろ
う
。
ま
た
上
谷
氏
は
、
桑
の
大
樹
の
存
在
か
ら
、
劉
備
の
実
家
が
「
そ
れ
し
つ
ら
な
り
の
設
え
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
北
魏
・
螂
道
元
「
水
経
注
」
巻
一
二
・
巨
馬
水
「
又
東
南
過
容
城
県
北
」
句
註
に
は
「
又
東
径
啄
県
卿
亭
楼
桑
里
南
、
即
劉
備
之
旧
里
也
働
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
螂
道
元
が
撰
述
し
て
い
た
頃
ま
で
劉
備
が
出
た
「
楼
桑
里
」
（
現
在
の
啄
州
市
林
家
郷
大
樹
楼
桑
村
）
が
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
単
な
る
名
も
知
れ
ぬ
庶
民
の
家
族
の
出
自
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
孝
廉
」
に
関
し
て
、
宮
崎
市
定
「
漢
末
風
俗
」
（
’
九
四
二
年
初
出
。
の
ち
「
宮
崎
市
定
全
集
〈
七
〉
六
朝
」
所
収
、
岩
波
書
店
、
’
九
九
二
年
）
は
、
「
孝
廉
に
挙
げ
ら
る
る
為
に
は
、
何
人
か
に
就
い
て
学
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
5６
学
に
就
い
た
者
は
選
挙
に
応
ず
る
の
意
志
表
示
で
あ
る
と
社
会
か
ら
見
ら
れ
た
。
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
劉
雄
も
か
か
る
意
味
に
お
い
て
就
学
し
て
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
劉
備
の
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
（狐）巻三一一一・後主伝炎興元年（二六三）冬条によれば蜀漢降伏時、後主劉禅
が
曹
魏
の
都
文
に
奉
じ
た
書
に
は
「
毎
惟
黄
初
中
（
二
一
一
○
～
二
六
年
）
、
文
皇
帝
（
曹
王
）
命
虎
牙
将
軍
鮮
子
輔
、
宣
温
密
之
詔
、
申
三
好
之
恩
、
開
示
門
戸
、
大
義
炳
然
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
劉
備
が
残
し
た
直
後
の
建
興
元
年
（
二
二
一
一
一
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
（
巻
三
五
・
諸
葛
亮
伝
註
引
「
諸
葛
亮
集
」
を
参
照
）
、
劉
禅
と
「
州
里
」
関
係
に
あ
る
魚
陽
郡
の
人
・
鮮
干
輔
が
蜀
漢
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
鮮
干
輔
と
劉
備
の
直
接
的
な
関
係
は
確
認
し
得
な
い
。
た
だ
鮮
干
輔
は
か
つ
て
幽
州
従
事
で
あ
り
、
ま
た
魚
陽
鮮
子
氏
が
中
央
官
僚
の
み
な
ら
ず
、
州
郡
の
属
僚
を
多
数
輩
出
し
た
家
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
単
に
劉
禅
に
と
っ
て
の
「
州
里
」
の
高
官
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
啄
郡
啄
県
劉
氏
と
同
じ
く
州
郡
の
属
僚
を
出
し
親
交
の
あ
っ
た
家
の
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
魚
陽
鮮
子
氏
に
つ
い
て
は
、
張
伝
璽
「
東
漢
雁
門
太
守
鮮
干
環碑銘考釈」、同「従鮮干環籍貫説到両漢雍奴故城」（共に一九八四年初出。
の
ち
同
「
秦
漢
問
題
研
究
〈
増
訂
本
〉
」
所
収
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
を
参照。
（
冊
）
憶
測
を
暹
し
く
す
れ
ば
、
孟
達
は
劉
備
が
入
蜀
に
際
し
て
劉
子
敬
を
同
行
し
て
い
た
た
め
、
敢
え
て
改
字
に
踏
み
切
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
孔
）
五
丼
直
弘
「
豪
族
社
会
の
発
展
」
二
九
六
○
年
初
出
。
の
ち
同
「
漢
代
の
豪
族
社
会
と
国
家
」
所
収
、
名
著
刊
行
会
、
二
○
○
｜
年
）
は
、
「
高
官
に
昇
ろ
う
と
す
る
者
は
、
競
っ
て
有
力
官
僚
の
（
故
吏
》
と
な
り
、
ま
た
有
名
な
学
者
の
《
門
生
》
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
推
挙
を
か
ち
と
ろ
う
と
し
た
。
」
と
指
摘
す
る
。
（
師
）
盧
植
に
関
し
て
は
、
杉
浦
豊
治
「
鄭
玄
と
盧
植
ｌ
礼
記
注
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
金
城
国文」四囚、一九七○年）、池田秀三「盧植とその「礼記解詰」（上・下）」
（「京都大学文学部紀要」二九、一一一○、一九九○年、一九九一年）などを参照。
（
銘
）
註
（
５
）
上
谷
氏
論
文
は
、
「
そ
こ
（
維
氏
の
山
中
を
指
す
ｌ
筆
者
註
）
に
住
ん
だ
の
は
、
執
政
に
あ
た
る
外
戚
賓
武
に
献
策
す
る
な
ど
し
て
、
中
央
政
界
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
」
と
指
摘
す
る
。
（
羽
）
註
（
Ⅳ
）
杉
浦
氏
論
文
、
池
田
氏
九
○
年
論
文
を
参
照
。
（㈹）ただし「後漢書」本伝には「学終辞
帰、
閏門
教授
。」
とあ
り、馬融のもと
を
去
っ
て
帰
郷
し
た
時
に
情
実
の
入
り
込
む
私
的
な
交
際
を
避
け
、
専
ら
教
育
に
専
念
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
入
門
は
向
学
心
の
篤
い
者
に
限
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
存
す
る
史
料
で
は
、
盧
植
の
門
生
と
し
て
、
琢
郡
啄
県
の
劉
備
・
劉
徳
然
、
それに「戦国策」・「呂氏春秋」・「准南子」に註釈した高誘、遼西郡の公孫
墳
し
か
確
認
さ
れ
な
い
。
仮
に
彼
ら
に
門
生
全
体
の
傾
向
が
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
幽
州
を
「
州
里
」
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。
（似）呉金華点校「三国志（修訂版）」（岳麓書社、二○○二年）に従い、「以」
を
桁
字
と
み
な
す
。
（
蛆
）
註
（
羽
）
宮
崎
論
文
の
続
き
に
は
、
「
贄
を
執
っ
て
師
に
謁
し
、
入
門
の
許
可
を
受
く
る
と
、
そ
の
門
弟
の
一
員
に
列
し
て
名
簿
に
載
せ
ら
れ
る
、
之
を
著
録
と
い
う
が
、
こ
れ
こ
そ
、
耶
蘇
教
に
於
け
る
洗
礼
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
社
交
界
は
初
め
て
該
青
年
に
着
目
し
、
そ
の
行
動
に
よ
っ
て
批
判
を
加
え
、
時
に
優
劣
の
等
第
を
附
す
る
。
汝
南
の
月
旦
評
の
如
き
は
そ
の
著
し
き
例
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
劉
備
の
行
動
も
か
か
る
5７
社
交
界
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（佃）巻八・公孫遭伝、「後漢書」巻二五・劉寛伝及び註引孫呉・謝承「後漢書」。
また「隷続』巻一二・「劉寛碑陰門生名」（中平二年〈一八五〉頃立）には「啄
令
遼
西
令
支
公
孫
噴
伯
圭
」
の
名
が
見
え
る
。
劉
寛
は
霊
帝
期
を
通
じ
て
洛
陽
に
お
り
、
「
後
漢
書
」
巻
七
三
・
本
伝
に
よ
れ
ば
、
公
孫
噌
の
遊
学
可
能
な
の
は
盧
植
に
師
事
し
た
時
期
に
限
ら
れ
る
。
な
お
方
詩
銘
「
公
孫
瑠
与
哀
紹
争
奪
河
北
的
失
敗
」
（
同
「
曹
操
・
衰紹・黄巾」所収、上海社会科学院出版社、’九九五年）は、「後漢書」・「三
国
志
」
の
本
伝
に
劉
寛
へ
の
師
事
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
公
孫
瑠
が
名
を
門
下
に
列
ね
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
し
か
し
註
（
Ⅳ
）
池
田
氏
九
○
年
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
様
に
本
伝
に
は
記
載
さ
れ
な
い
が
、
「
太
平
御
覧
」
巻
五
八
九
・
碑
篇
所
引
「
述
征
記
」
に
よ
れ
ば
「
下
相
城
西
北
、
漢
太
尉
陳
球
墓
有
三
碑
、
近
墓
一
碑
記
弟
子
盧
植
・
鄭
玄
・
管
寧
・
華
散
等
六
十
人
Ｃ
」
と
あ
り
、
盧
植
や
鄭
玄
は
馬
融
に
師
事
す
る
前
に
徐
州
下
邸
国
准
浦
県
の
人
・
陳
球
に
入
門
し
て
い
る
。
か
か
る
事
例
か
ら
す
れ
ば
、
本
伝
で
の
記
事
の
有
無
だ
け
を
論
拠
に
、
名
月
的
な
も
の
と
断
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
「
劉
寛
碑
陰
門
生
名
」
に
よ
れ
ば
、
公
孫
瑠
は
立
碑
に
際
し
て
「
千
銭
」
を
供
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
記
載
な
し
、
二
百
銭
、
一
一
一
百
銭
、
四
百
銭
、
五
百
銭
、
千
銭
、
二
千
銭
と
見
え
る
中
で
比
較
的
高
額
の
供
出
者
に
属
し
、
故
人
と
の
密
接
な
人
間
関
係
を
示
唆
さ
せ
る
。
後
年
の
商
人
を
優
遇
し
た
公
孫
瑠
の
政
策
か
ら
推
し
て
、
安
易
に
儒
学
を
媒
体とした繋がりを否定すべきではなかろう。
（仏）播民中「「劉備〃周旋陳元方・鄭康成間〃事考」補正」（『許昌師専学報」
二
○
○
○
年
六
期
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
甚
し
く
は
読
書
を
楽
は
ず
」
と
は
同
学
と
の
比
較
に
お
い
て
の
評
価
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
必
ず
し
も
向
学
心
が
低
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
播
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
先
主
伝
註
引
「
諸
葛
亮
集
」
所
載
の
遺
詔
に
は
、
い
つ
修
得
し
た
も
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
「
易
経
」
繋
辞
下
伝
か
ら
の引用が見られ（清・何悼「義門読書記」巻二六）、既に「漢書』・『礼記」・
諸
子
の
書
を
読
ん
だ
上
で
劉
禅
に
読
書
を
勧
め
て
い
る
か
の
よ
う
な
助
言
が
存
在
す
る
。
な
お
「
後
漢
書
」
本
伝
に
よ
れ
ば
、
「
能
通
古
今
学
」
の
盧
植
は
「
礼
記
解
詰
」
を
作
り
、
「
史
才
」
が
求
め
ら
れ
る
「
東
観
漢
記
」
（
後
漢
「
国
史
」
）
の
補
続
に
も
従
事
し
て
お
り
、
註
（
柳
）
の
よ
う
に
、
兄
弟
弟
子
の
高
誘
は
諸
子
の
註
釈
を
作
っ
て
い
る
。
（
妬
）
「
豪
侠
」
と
は
気
質
を
示
す
語
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
か
か
る
気
質
を
有
す
る
、
巻
二
・
王
脩
伝
に
「
〔
青
州
北
海
Ｎ
〕
高
密
孫
氏
素
豪
侠
、
人
客
数
犯
法
。
民
有
机
劫
肴
、
賊
入
孫
氏
、
吏
不
能
執
。
」
と
あ
り
、
巻
一
二
・
川
馬
芝
伝
に
「
〔
青
州
済
南
〕
郡
主
簿
劉
節
、
Ⅲ
族
豪
侠
、
賓
客
千
餘
家
、
出
為
盗
賊
、
入
乱
吏
治
。
」
と
あ
る
よ
う
な
、
時
に
不
法
行
為
も
辞
さ
な
い
賓
客
を
多
く
蓄
え
、
そ
の
所
有
地
が
官
憲
の
介
入
が
及
ば
な
い
程
の
勢
力
の
あ
る
豪
族
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
（妬）「後漢書」巻六九・何進伝によれば、何苗の車騎将軍就任は、中平四年二
八
七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
楽
隠
の
長
史
就
任
も
こ
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
劉
備
と
牽
招
は
年
「
少
」
時
代
か
ら
の
付
き
合
い
が
あ
り
「
刎
頸
の
交
を
為
す
」
と
あ
る
の
で
、
二
人
が
趨
遁
し
た
時
期
は
中
平
四
年
以
前
か
つ
劉
備
の
出
仕
以
前
と
見
ら
れ
る
。
（
〃
）
巻
八
・
公
孫
墳
伝
に
は
琢
令
就
任
後
に
「
光
和
中
二
七
八
～
’
八
四
年
）
」
の
涼
州
の
反
乱
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
後
漢
書
」
巻
八
・
霊
帝
紀
中
平
元
年
（
一
八
四
）
十
一
月
条
の
涼
州
浬
中
義
従
胡
の
反
乱
を
指
す
の
で
、
公
孫
瑠
は
そ
れ
以
前
に
啄
令
に
就
任
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
註
（
伯
）
の
如
く
、
少
な
く
と
も
中
平
二
年
頃
に
在
任
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
張
世
平
の
出
向
は
不
詳
で
あ
る
が
、
中
山
張
5８
氏
は
「
隷
釈
」
巻
一
二
・
後
漢
「
太
尉
楊
震
碑
」
（
霊
帝
建
寧
元
年
〈
一
六
八
〉
頃
立
）
碑陰に楊震の孫・楊統の門生として二名が、西晋「辞雍碑」（武帝泰始一一一年
〈
二
六
七
〉
立
）
碑
陰
に
五
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
儒
学
的
な
教
養
を
有
し
た
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
賀
累
千
金
」
と
あ
る
張
世
平
も
ま
た
こ
の
一
族に出自すると思われる。なお「世平」の語は、「漢書」巻六円・王褒伝所
載
「
聖
主
得
賢
臣
頌
」
の
「
故
世
平
主
聖
、
俊
父
将
自
至
」
や
「
論
衡
」
巻
一
七
・
治
期
篇
の
「
世
平
民
安
」
を
出
典
と
す
る
。
（
州
）
こ
の
文
は
、
現
行
本
「
華
陽
国
志
」
に
は
見
え
な
い
供
文
で
あ
る
。
（伯）註（仏）播氏論文を参照。
（
印
）
鄭
玄
は
青
州
北
海
郡
高
密
県
の
人
で
、
孫
乾
と
は
同
郷
関
係
に
あ
っ
た
。
通
常
、
州
の
属
僚
は
そ
の
出
身
者
か
ら
辞
召
さ
れ
る
の
で
、
孫
乾
の
人
事
は
異
例
な
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
を
承
知
で
鄭
玄
が
推
薦
し
、
劉
備
が
応
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
両
者
の
特
別
な
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
（
別
）
渡
邊
義
浩
「
劉
備
集
団
と
荊
州
「
名
士
」
」
（
’
九
八
八
年
初
出
。
の
ち
同
「
三
国
政
権の構造と「名士」」所収、汲古書院、二○○四年）は「唯一経済力を有し、
そ
の
財
力
に
よ
り
劉
備
集
団
を
支
え
た
檗
竺
も
、
商
業
を
兼
業
し
て
い
る
大
士
地
所
有
者
で
あ
っ
て
「
名
士
」
で
は
な
い
。
商
業
は
儒
教
で
は
艇
め
ら
れ
た
職
業
な
の
で
あ
る
。
」
と
評
さ
れ
る
が
、
俄
か
に
は
首
肯
し
難
い
。
陶
謙
～
劉
備
期
に
檗
竺
は
、
地
方
名
族
が
辞
召
さ
れ
る
徐
州
別
駕
従
事
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
一
事
か
ら
も
単
な
る
商
人
・
地
主
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
唐
・
陸
徳
明
「
経
典
釈
文
」
巻
一
・
序
録
・
穀
梁
伝
条
に
よ
れ
マ
マ
ば「緊信注十一一巻（字南山、東海人、魏楽平〈平楽の誰〉太守）」とあり、情・
眺
振
宗
「
階
書
経
籍
志
考
証
」
二
二
十
五
史
補
編
」
第
四
冊
所
収
、
中
華
書
局
、
一
九
マ
マ
五
五
年
）
巻
一
ハ
・
春
秋
類
「
春
秋
説
要
十
巻
、
魏
楽
平
太
守
緊
信
撰
」
条
が
「
按
、
緊
信
不
見
於
史
、
似
即
蘂
竺
・
蘂
芳
之
何
族
、
東
海
胸
人
也
。
所
撰
又
有
何
氏
漢
議
注
・
穀
梁
伝
注
、
蓋
深
於
三
伝
之
学
者
。
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
曹
魏
・
藥
信
は
檗
竺
の
同
族
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
か
か
る
藥
信
の
学
問
は
彼
一
代
で
修
得
し
た
も
の
で
は
な
く、「祖世貨殖、憧客万人、賀産釦億。」（巻一一一八・築竺伝）と称される家産
に
裏
付
け
さ
れ
、
家
学
と
し
て
高
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
桃
氏
同
書
巻
三
九
之
三
・
別
集
類
一
一
一
「
梁
又
有
散
騎
常
侍
築
元
集
五
巻
、
亡
」
条
（
前
後
の
文
集
の
配
置
か
ら
曹
魏
人
と
見
ら
れ
る
）
に
「
按
、
緊
元
不
知
何
許
人
、
魏
有
築
信
、
蜀
有
藥
竺
・
察
芳
、
並
東
海
胸
人
、
殆
其
族
歎
。
」
と
比
定
さ
れ
る
塞
元
も
、
緊
姓
が
稀
姓
に
属
し
、
後
漢
末
～
三
国
の
み
な
ら
ず
両
晋
期
に
入
っ
て
も
東
海
緊
氏
し
か
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
（「晋書」巻五九・河間王顛伝と巻六○・牽秀伝には東海王越の「国兵」を
率
い
る
「
督
護
藥
晃
」
が
、
同
書
巻
九
三
・
外
戚
・
楮
哀
伝
に
は
後
趙
・
石
虎
亡
き
後
に
北
伐
し
た
東
晋
の
「
督
護
藥
疑
」
が
見
え
る
）
か
ら
、
粟
竺
の
同
族
と
み
な
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
東
海
築
氏
は
、
儒
学
・
文
才
に
優
れ
た
人
士
・
高
級
官
僚
を
輩
出
す
る
地
方
名
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
唐
代
で
も
「
海
州
東
海
郡
十
姓
」
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
東
海
緊
氏
に
関
し
て
は
、
渡
辺
信
一
郎
「
二
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
至る大土地所有と経営」二九七四年初出。のち同「中国古代社会論」所収、
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
。
な
お
盧
植
が
師
事
し
た
馬
融
は
「
〔
春
秋
〕
三
伝
異同説」（「後漢書』巻六○上・馬融伝）を著している。
（皿）註（冊）及び「後漢書」巻五六・陳球伝註引謝承「後漢書」を参照。ま
た
巻
二
二
・
陳
矯
伝
に
は
陳
登
が
敬
す
る
人
物
と
し
て
陳
紀
・
陳
誰
兄
弟
（
共
に
徳
行
を
以
て
称
さ
れ
た
「
清
流
人
士
」
）
・
華
散
（
盧
植
・
鄭
玄
と
同
じ
く
陳
球
の
門
生
、
「
高
5９
行
」
で
知
ら
れ
た
）
・
趙
星
（
儒
学
な
ど
の
「
撃
学
」
を
研
讃
し
た
「
徐
方
名
士
」
）
・
孔
融
（
好
学
博
覧
、
「
清
流
人
士
」
張
倹
を
匿
っ
て
名
声
を
得
た
）
と
い
う
徳
行
・
声
望
の
あ
る
人
士
と
共
に
「
雄
姿
傑
出
、
有
王
覇
之
略
、
吾
敬
劉
玄
徳
。
」
と
劉
備
が
敢
え
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
故
な
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
徐
州
牧
陶
謙
も
巻
八
・
本
伝
に
よ
れ
ば
「
少
好
学
、
為
諸
生
。
」
と
あ
り
、
某
か
の
学
者
に
師
事
し
て
い
る
。
な
お
陶
謙
は
光
和
六
年
（
’
八
三
）
以
前
の
霊
帝
期
に
幽
州
刺
史
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
頃
に
張
世
平
の
警
護
を
務
め
て
い
た
と
恩
し
い
劉
備
と
接
触
し
た
こ
と
が
想
定
し
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
厳
耕
望
「
両
漢
太
守
刺
史
表
」
二
九
四
八
年
初
出
。
の
ち
増
訂
版
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
七
年
）
を
参
照
。
（
岡
）
「
後
漢
書
」
巻
七
○
・
孔
融
伝
に
も
劉
備
へ
の
援
軍
要
請
時
期
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
巻
一
・
武
帝
紀
初
平
三
年
冬
条
に
は
曹
操
が
青
州
黄
巾
軍
を
降
伏
さ
せ
た
と
あ
り
、
東
晋
・
哀
宏
「
後
漢
紀
」
巻
二
六
・
献
帝
紀
初
平
二
年
七
月
辛
酉
（
二
九
日
）
条
に
は
「
公
孫
瑠
以
劉
備
為
平
原
相
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
初
平
二
～
一
一
一
年
頃
に
比
定
さ
れ
る。
（
別
）
か
か
る
名
族
出
身
者
が
挙
っ
て
劉
備
に
徐
州
牧
就
任
を
要
請
し
た
の
は
、
先
主
伝
に
「
時
先
主
自
有
兵
千
餘
人
及
幽
州
烏
丸
雑
胡
騎
、
又
略
得
飢
民
数
千
人
。
既
到
、
〔
陶
〕
謙
以
丹
楊
兵
四
千
益
先
主
、
先
主
遂
去
〔
川
〕
槽
（
公
孫
瑠
の
青
州
刺
史
）
帰
謙
。
」
と
あ
る
如
く
、
そ
の
軍
事
力
・
経
済
力
に
期
待
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
も
徐
州
側
が
公
孫
瑠
よ
り
劉
備
を
引
抜
き
、
傘
下
に
組
み
込
む
こ
と
は
、
以
降
の
公
孫
瑠
と
の
協
力
関
係
を
微
妙
な
も
の
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
（
開
）
斐
松
之
は
、
し
ば
し
ば
自
身
の
当
為
論
・
印
象
論
を
前
提
と
し
て
西
晋
頃
・
衰
曄
（
衰
瞭
）
「
献
帝
春
秋
」
の
信
懸
性
を
否
定
す
る
が
、
必
ず
し
も
公
平
な
史
料
批
評
に
は
な
つ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
依
拠
す
べ
き
史
料
と
し
て
扱
う
。
註
（
Ⅲ
）
眺
氏
前
掲
書
巻
一
二
・
古
史
類
「
献
帝
春
秋
」
を
参
照
。
な
お
こ
の
記
事
の
真
偽
に
関
す
る
義
松
之
の
論
評
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
（
弱
）
先
主
伝
に
よ
れ
ば
、
劉
備
は
中
山
国
安
喜
県
尉
を
棄
官
・
出
奔
後
、
軒
余
曲
折
の
末
に
、
窮
し
て
公
孫
瓊
の
下
に
投
じ
、
そ
の
配
下
の
別
部
司
馬
、
平
原
令
、
平
原
相
を
歴
任
し
て
い
た
。
（印）巻八・公孫噌伝及び斐註、「後漢書』巻を参照。なお巻二五・楊阜伝によ
れ
ば
、
後
漢
末
に
涼
州
刺
史
の
章
康
を
殺
害
し
た
馬
超
の
場
合
も
、
公
孫
噌
と
同
様
に
章
康
の
故
吏
・
州
民
に
よ
る
蜂
起
を
招
き
、
漢
中
の
張
魯
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
報
復
戦
を
指
導
し
た
楊
阜
の
言
に
見
え
る
よ
う
に
、
復
仇
も
せ
ず
「
君
」
た
る
「
州
将
」
殺
害
を
座
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
州
大
夫
皆
蒙
其
恥
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
鮮
干
輔
に
つ
い
て
は
、
註
（
弧
）
を
参
照
。
（冊）「後漢紀」巻二六・献帝初平二年七月辛酉（二九円）条及び「後漢書」盧
植
伝
を
参
照
。
盧
植
は
そ
の
翌
年
に
残
し
て
い
る
。
（田）「後漢書」盧植伝を参照。
（
Ⅱ
）
巻
一
・
武
帝
紀
興
平
元
年
夏
条
に
は
「
〔
胸
〕
謙
将
曹
豹
与
劉
備
屯
郊
束
、
要
太
机
。
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
陶
謙
の
節
度
下
に
あ
っ
て
劉
備
が
東
海
郡
郊
県
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
主
伝
に
「
衰
紹
攻
公
孫
墳
、
先
主
与
田
桔
東
屯
斉
。
曹
公
征
徐
州
、
徐
州
牧
陶
謙
遣
使
告
急
於
円
槽
、
榴
与
先
主
倶
救
之
。
」
と
あ
る
、
衰
紹
に
攻
め
ら
れ
平
原
国
を
失
い
東
方
の
斉
国
に
後
退
し
た
劉
備
が
徐
州
に
救
援
に
向
か
っ
た
記
事
は
、
『
資
治
通
鑑
」
巻
六
一
が
繋
年
す
る
よ
う
に
、
興
平
元
年
二
月
頃
と
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
ま
た
巻
二
六
・
田
豫
伝
に
よ
れ
ば
「
劉
備
之
奔
公
孫
増
也
、
豫
時
年
少
、
自
託
於
劉
傭
、
6０
史
料
は
全
く
見
え
な
く
な
る
。
（。）『後漢書」巻九・献帝紀
備
は
衰
紹
に
亡
命
し
て
い
る
。
備
甚
奇
之
。
備
為
豫
州
刺
史
、
豫
以
母
老
求
帰
、
備
涕
流
与
別
日
、
恨
不
与
君
共
成
大
事
也
。
」
と
あ
り
、
田
豫
（
幽
州
漁
陽
郡
雍
奴
県
の
人
）
は
、
劉
備
に
傾
倒
・
随
行
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
劉
備
が
陶
謙
傘
下
の
豫
州
刺
史
に
就
任
す
る
と
同
時
に
老
母
を
口
実
と
し
て
別
れ
、
こ
の
後
、
公
孫
噴
の
下
に
敢
え
て
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
劉
備
と
公
孫
墳
と
の
間
に
決
定
的
な
亀
裂
が
生
じ
た
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
。
田
豫
は
「
州
里
」
の
「
兄
」
た
る
公
孫
瑠
を
裏
切
る
、
任
侠
的
振
る
舞
い
に
も
惇
る
劉
備
の
行
為
に
憤慨したのではなかろうか。東晋次「東漢名節考」（『古代文化」四二’三、
一
九
九
○
年
）
が
「
人
生
の
途
上
で
複
数
の
名
が
一
人
の
人
間
に
覆
い
か
ぶ
き
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
複
数
の
名
に
対
応
し
た
節
を
矛
盾
な
く
実
践
す
る
こ
と
は
至
難
の
事
柄
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
劉
備
の
場
合
も
「
兄
」
か
、
郷
里
・
師
弟
の
論
理
か
で
揺
れ
動
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
れ
以
降
の
劉
備
と
公
孫
墳
と
の
交
通
を
語
る
巻
九
・
献
帝
紀
建
安
四
年
（
一
九
九
）
三
月
条
を
参
照
。
こ
の
翌
年
に
劉
6１
